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矢　島　國　雄
　博物館実習は博物館学および教育原理の修了者を対象として行っており，1982年度の受講生
は141名（うち女子50名）であった。このうち110名（うち女子42名）が学芸員有資格者とし
て修了することを得た。卒業学部をみると，文学部が圧倒的に多く，なかでも，日本史学専攻，
考古学専攻卒業生が大半を占めている。
　本年より博物館実習の担当教員が2名となったことから，全受講生をその専攻を考慮して2
クラスに分け，よりきめ細かな実習とするべく努力した。実習Aは法・商・政経・経営・農・
工学部および文学部文学科在籍者をもって構成し，実習Bは文学部史学地理学科在籍者を中心
とした。見学実習にあたっては，両クラスを隔週引卒する形とし，引卒しないクラスについて
は課題を与えての見学の形をとることとした。実習日程とその内容は以下の如くである。講師
名のないものは本課程専任教員によるものである。
月　　日
’　　課． 題’特別講師
実 習 A ? ? B
・月・剛 博物館実習ガイダンス
・月2割 博物館実習事前指導
・月・・日1 地域博物館と学芸員　後藤和民氏（千葉市教育委員会）
・月・日1 千葉市立加曽利貝塚博物館見学　薬師寺崇氏（同博物館）
・月・剣 私立美術館の現状と問題点
5月21日 私立美術館課題見学 NHK放送博物館にて実習　　　　　　　　河野光子氏（同博物館）
・E2SHl 交通博物館の活動と展示　松沢正二氏（同博物館）
6月4日 交通博物館にて実習　　　　　　　松沢正二氏（向博物館） 私立美術館課題見学
・月・判 地方博物館の現状と課題　早川智明氏（埼玉県立博物館）
6月18日 NHK放送博物館課題見学 埼玉県立博物館にて実習　　　　　　　　中島利治氏（同博物館）
6月25日 郷土博物館とその役割　熊野正也氏（市川市立歴史博物館）
7月2日 市川市立歴史博物館・同考古博物館にて実習　　　奥山睦義・堀越正行氏（同博物館） 交通博物館課題見学
・月・司 前期博物館実習事後指導・夏季休暇中の博物館実習事前指導
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7月10
　～31日
神奈川県立博物館・埼玉県立博物館課題見
学
神奈川県立博物館・市川市立歴史博物館・
同考古博物館課題見学
・・月・・1 夏季休暇中の搏物館実習報告及事後指導
・・月・5日1 博物館と文化財保護法
・明22日1 総合博物館の現状と課題　神澤勇一氏（神奈川県立博物館）
・・月29日1 海外の博物館事情について　小林三郎氏（明治大学文学部）
・・月・2日1 展示の理論と実際　｛1｝佐々木朝登氏（丹青社）
・・月・9日1 展示の理論と実際　｛2｝佐々木朝登氏（丹青社）
11月26日
資料取扱いω　美術資料 陶盤法
資料整理法 資料取扱い（1）美術資料
・2月・日1 文化財Q保存科学　江本義理氏（東京国享辛化財研究所）
・2月1・日1 資料取扱い②　考古・民俗資料
・2月・7日1 博物館資料の輸送と梱包　長谷川正夫氏（日本通運特殊輸送部）
1月・4日1 博物館実習の総括（1）
・月21日1 博物館実習の総括②
　以上の如く，1982年度の博物館実習は，前期は主として館園での実際の業務を見学・研修す
ることを中心とし，‘各種の博物館の理念とその具体的な活動とを理解することをめざした。こ
の実習を通じて，r学芸員とは何か』を肌で知ることを企図している’。・すなわち，’学芸員とし
て要求される資質と姿勢（研究者としてと同時に社会教育の専門家として〉の高さと厳しさを
知ることである。
　夏季休暇中の実習は，各自がこうして得た博物館像・学芸員縁を，実際に現場で苦労する学
芸員とより深く接することを通じて深化させることを企図している。諸種の事情により，実習
期間には長短はあるが，この夏季休暇中の実習によって，博物館・学芸員の役割・使命につい
ての認識が高次なものとなってゆく様子は，これらの実習を通して毎回提出されるレポートに
如実に示されている。
　後期の博物館実習では，前期～夏季休暇中を通じての体験を，重点的な項目毎にさらに整理
して体得することを目的としている。このために，専任教員ばかりでなく，現職にある各分野
の専門家を特別講師として招いて実習を行っている。
　博物館実習はこの他に，大学附属の三博物館（刑事博物館・考古学陳列館・商品陳列館）の
協力を得て，実習生がこれ等に日常的に接することができるようになっている。しかしながら
この3館を利用して系統的な実務実習を行うことは，それぞれの業務もあり，施設的にも，職
員数の上からも，現状の受講生の全てを受け入れることは不可能となっている。現行の博物館
実習では，どうしても体験的実習の機会は少なく，講義・演示あるいは視聴覚機器による代理
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体験に大きく比重が傾いてしまっているごとは否めない。このため，附属の3博物館の協力も
得ながら，実習用の施設を設置する方向で努力を続けている。
　昨今，学芸員資格取得を希望するものが増加し，各地の大学でも課程の開設が相次いでいる
が，この原因は様々に考えられる。博物館学芸員という職種が，博物館には専門職として学芸
員がいるのだということが認識されてきたことの表われであろう。その比較的高踏的なイメー
ジと相まって，女子学生の希望老の増加が著しいのもこの傾向の一つである。
　もとより，こうした受講生の全てが博物館学芸員となれるわけではないし，また必ずしも学
芸員になることを目標としているものばかりではないのが今日の状態である。博物館に対する
『よき理解者』，『よき利用者』が増えてゆくことは歓迎さるべきことにはちがいない。とはい
え，学芸員の養成が単なる博物館シンパ作り以上に出ないものであれば，どこにその必要性が
あるのであろうふ。体験的な実習の機会が減少し，代理体験にその比重の大きい現行の博物館
実習では，この点で，いかに学芸員としての資質を磨く教育を行うかという事に日々苦悩して
いるのが現状である。
　館園側からの声として，r使える学芸員』が養成さ瓦ていないということをしばしば耳にす
る。もとより，卒業してすぐその翌日から一人前の学芸員として活躍できることを期待してい
るわけではないとしても，現在の学芸員養成が博物館の要求する学芸員としての基本的資質と
その専門性の水準に対して，不充分な対応しかできていないことの表われと受けとめたい。
　大学＝養成側の一層の努力の必要なことは無論であるが，養成側とこれを受け入れる館園側
との相方が，望ましい学芸員養成の制度とその内容について検討すべき時期にきているものと
いえよう。
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